
生殖に関わる諸権利は、一般にリプロ
ダクティヴ・ライツ（再生産の諸権利）と
表現され、ジェンダー平等とエンパワメ
ントの「基本」であり（第 4 回世界女性会
議北京宣言）、そのポリティクスはフェミ
ニズムの「核心」（上野，2009）である。

近代以降、国家の枠組みのなかで生き
る大半の女性にとって、自らの人権を考
えるに国家との関係は不可避の要素であ
る。生殖に関わる諸権利（および生まれる
子どもの諸権利）のために、国家はどのよ
うにあればよいのか？「性のアナーキー」

（ショウォールター，E．）ならぬ、「生殖の
アナーキー」は可能か？フェミニズムか
らジェンダー論への思潮において、アナ
キズムは少数派であるが、生殖に関わる
権利の構想は、その可能性も含めあらた
めて検討されねばならない。

本書は、この課題に中華人民共和国（以
下、「中国」）という事例をもって挑む。も
ちろん、ポリティクスは人と国家との間
だけでなく、あらゆる関係性において作

動する。よって本書は、「産む女性だけで
はなく、そのパートナー、家族、彼らの属
する組織や職場、地域のコミュニティ、さ
らに国家などの多様な行為主体（ないし
は利害関係者）」を見据え、人口政策の定
着の過程を「女性の視点を重視しつつ、跡
づけ」ることを目的とする（6-7頁）。

序章では基本的視点や構成が示され、
解説「アジア近代のリプロダクションの
変容」でアジア諸国の概要が述べられる。

第一部「中国の人口問題と計画出産」は
第一章「中国の人口と人口政策」と第二章

「非合法堕胎から計画出産へ」から成る。
現代までの人口変動が戸籍や『漢書』など
の古典も参考にしながら概観される。ま
た、1938 年から 49 年までの新聞記事分
析は、避妊や中絶の意味が政治的に「統
御」される過程をまざまざと示す。

第二部「上海の計画出産」は第三章「都
市の女性に浸透する計画出産」と第四章

「上海における一人っ子体制の成立」から
成る。上海では 1950 ～ 60 年代に人口政
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策によって少産少死への人口転換が生じ
たが、1970 年代から 80 年代に一人っ子
がほぼ 100% になった様子が、統計にお
ける変化と女性たちの声、政策に関連す
る報告書等の資料から描かれる。

第三部「中国農村の計画出産」の第五章
「先進的農村における計画出産の展開」と
第六章「『遅れた』農村における計画出産
の紆余曲折」では、女性たちの声や資料に
加えて村の「行政幹部や医療幹部」のイン
タビューも用いられ、両村での政策の展
開が対比的に描かれる。そして、終章は本
書全体のまとめである。

ジェンダーを視野に入れ、政策から
個々の女性の身体にわたって繰り広げら
れる生殖のポリティクスを綿密に描く本
書は、中国の人口史・ジェンダー史研究の
金字塔であり、かつ今後の様々な研究可
能性を大きく切り拓く秀書である。語句
説明を兼ねたコラムや多くの図版類、精
練された文章により、専門書であるにも
かかわらず大変読みやすいことも、本書
の優れた点である。

以下では、本書に刺激を受け、重要と感
じた論点について述べる。

第一に考えたいのは、何年もかけて得
られた女性たちの語りである。大変貴重
な多数の語り、特に女性たちの産むこと
への否定的な語りに評者は圧倒された。
人口抑制政策に適合的ではあるが、その
時代・社会の状況下で身をもって生殖を
担った彼女たちならではの語りである。

リプロダクティヴ・ライツの原点、夫
や親との交渉の起点は、女性たちがその
身体から発する言葉（「証言」（エムケ，
2019））にある。それらは、産みたくない
一人一人の意志とともに、「絶育」（不妊手
術）しなければ失職させ罰金を取り、逃げ
ても捕まえる政府（具体的には地域の幹
部など）、男児を望む夫の両親や夫との交
渉の様相を描き出す。ある女性は「私はダ
ンナに『男の子でも女の子でも、一人しか
産まない』と言った…」と語る（266 頁）。
政府の人口政策と結託しつつ女性たちが
生殖を拒否する語りが何を意味するの
か、さらに議論を重ねたいと思わせる。

第二に、本書の重要なもう一つの意義
は、一国内での地域比較である。強力な政
府方針と雖も、各地域の生活水準や慣習、
そして「政策執行の構造」（342 頁）との関
係によってその実現の過程が大きく違っ
ていたことが丁寧に考察されており、一
人っ子政策（農村部では「一・五子体制」
54 頁）にそれだけ長い時間をかけねばな
らなかった政府の困難さ、そして第 4 回
世界女性会議が北京で開かれる直前の
1990 年代前半には、政策執行は非常に強
制力をもって実現されるものにまでなっ
ていたことがよく理解される（省みれば、
冒頭で言及した宣言が北京で行われた意
義は誠に大きかった）。

他国においても、中国ほどではなくと
も地域差は存在する。日本については歴
史人口学で指摘されているような地域差
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に留意する研究は、澤田（2014）など管見
の限り僅かである。本書を機にアジア諸
国内の地域比較研究の進むことを願う。

第三に、生殖をめぐるポリティクスに
おけるジェンダーについて。本書が指し
示すのは不妊手術、中絶や戸籍の未登録、
捨て子等にみられる苛酷なジェンダーで
ある。国家と家父長制の相克のはざまに
女性たちの身体があり、結果的に中国の
女性たちはジェンダー公正を手にいれつ
つあるのかもしれない（346 頁）。この事
例は、他国との比較研究に重要な仮説と
なろう。加えて述べておきたいのは、ジェ
ンダーをもたらした意味空間の歪さであ
る。男性の絶育／射精は男性の肉体的な
力と結び付けられ、女性の絶育／出産は
そうならない。中国において人々が身に付
けていたこの知はいったいナニモノで、い
かに解体できるかを考えねばならない。

第四に、筆者は「上海の事例」が意外と
戦後日本と似通っていると指摘する（167
頁）。確かに似ており、結託という点でも日
本では企業による新生活運動において、
労働組合（夫たち）の動きに対して妻た
ちが会社と結託することがあった（田間，

2006: 123, 137頁）。
しかし、1950 ～ 60 年代の上海では 70

年代以降ほどではないにしても、医療の
みならず住居や仕事など重要な生活手段
を統制する「巨大な政府」は存在した。日
本でも大企業の場合、社宅や職場で受胎
調節実地指導が行われたから、強制力は
確かに存在したが、その力は中国政府と
比べればやはり小さかったのではない
か。とはいえ、女性たちの生活現場で生じ
る「力」の有りようは重要な論点であり、
本書を契機としてその水準の交渉／力関
係に着目する比較研究が今後望まれる。
他にも、「生殖のアナーキー」に関連して
非嫡出子など重要な論点があるが略す。

筆者は、アジア諸国の「多様なあり方を
比較史的に考察することから、リプロダ
クティブ・ヘルス＆ライツの保障された
生殖を実現する道筋を考えていくこと
が可能になるのではなかろうか」（35 頁）
と述べる。近年、Sexual and Reproductive 
Health and Rights として理解されつつあ
ることも踏まえ、本書から、アジアを中心
に比較研究が始まることを期待する。
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